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R commanderで散布図行列描画
① データの準備：csv ファイル

– bb2019.csv 2019年プロ野球セ・パ成績 （出典：Yahoo Japan! Sports navi）

② R / R commanderの起動
– 「R x64 X.X.X」or「R i386 X.X.X」を選択

– 「R Console」コマンドプロンプト上（> library(Rcmdr) [Enter] ）



R commanderで散布図行列描画
③ データの読込
 「データ」－「データのインポート」－「テキストファイル…」を選択

 [フィールドの区切り記号]で[カンマ[,]]を
選び，[OK]クリック

 ①で準備したファイル「*.csv」を選び[開く]
注）「データセットDatasetがすでに存在…上書き…」→[Yes]



R commanderで散布図行列描画
③ データの読込（読み込んだファイルの確認）
 [データセットを表示]ボタンをクリックし，内容を確認
 注1）氏名の項目名が「X」であることを確認（もとのファイルに項目名がな

いデータは自動的に「X」となる）

 注2）ケース名（左端）が通し番号（1,2,…,12）となっていることを確認

 注3）確認後は，必ず「Dataset」の「×」をクリックして「閉じる」こと



R commanderで散布図行列描画
④ データにケース名を設定する
 「データ」－「アクティブデータセット」－「ケース名の設定」選択

 [行名を含む変数を選択]で[X]を選び[OK]



R commanderで散布図行列描画
④ データにケース名を設定する（設定確認）
 [データセットを表示]ボタンをクリックし内容を確認
 注1）指定した変数がケース名になっていることを確認

 注2）確認後は，必ず「Dataset」の「×」をクリックして「閉じる」こと



R commanderで散布図行列描画
⑤ 散布図行列を描く
 「グラフ」－「散布図行列」を選択

 『散布図行列』で以下を設定
 [変数（3つ以上）]で [失点][勝利数][打

率][本塁打] 4つを選択

 [層別のプロット]クリック

 [層別変数（1つ選択）]で
[リーグ] 選択し [OK]

 [散布図行列]に
戻ったら [OK]

（※複数選択は[Ctrl]キーを押しながら選択）



R commanderで散布図行列描画
⑤ 散布図行列を描く1 【完成1】



R commanderで散布図行列描画
⑥ 散布図行列を描く2 【完成2】
 再度「グラフ」－「散布図行列」選択し，[オプション]タブで設定
 [対角位置に]=ヒストグラム

 [他のオプション]=最小2乗直線



R commanderで散布図行列描画
⑦ 散布図行列を描く3 【完成3】
 再度「グラフ」－「散布図行列」選択し，[オプション]タブで設定
 [対角位置に]=箱ひげ図

 [他のオプション]=最小2乗直線, 集中楕円のプロット
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